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１．はじめに 
 

水系砂防事業は、下流域を土砂災害から守るために、土

砂生産源である河川の上流域で、土砂の生産・流出を砂防

施設によって調節する事業である。事業を実施する上で、

上流域のみならず、下流域で生活する住民に対しても正し

く理解されることが重要である。しかし、砂防事業で対象

としている土砂移動現象は、上下流両方の住民にとって実

際に目にする機会が少ないこと、さらには、その対策事業

についても、主に山間部で実施されることから、事業自体

については、特に下流の住民が目にする機会が少なく、日

常生活からほど遠く理解が難しいものであると言える。 

砂防事業を説明するために用いる資料は、現在まで、紙

面による資料の他、映像や模型、体感型の装置等の様々な

コンテンツが作成されており、質、バリエーションともに

充実している状況である。しかしながら、説明を受ける一

般住民の属性、意識、社会的環境等の違いによって、同じ

内容の説明であっても理解度が異なることが予想される。 

そこで本研究では、一般住民が理解しにくいとされる水 

 

系砂防事業に関して、属性等に応じて、説明コンテンツを

適切に選択、組み合わせていき、直感的で分かり易い説明

手法について報告するものである。 

 

２．調査方法及び内容 
 

本研究は、四国山地砂防事務所管内の重信川流域の住民

に対し、水系砂防に関する説明資料として紙面による複数

の説明資料を用いて、対面形式により、どの説明資料が分

かり易いのか等についてヒアリングによる反応調査を行い、

調査結果を基に分かり易い水系砂防の説明資料（パンフレ

ット）の作成を行った。また、作成したパンフレットにつ

いては、当初、反応調査を行った同流域住民に対して再度

提示し、分かり易くなったかどうか等の反応を調査した。 
 

３．対面形式のヒアリングによる反応調査について 
 
反応調査は、水系砂防の土砂移動現象を生産、流出、流

下、堆積等に段階分けしたものや、砂防施設の効果等につ 

図－１ 説明コンテンツの修正過程の一例 
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いて、説明内容を変えて複数作成し、住民が理解できない

内容やその理由を直接対面形式のヒアリングにより行い、

順次修正を行った。図－１に修正過程の一例を示す。 
反応調査及び学識者の助言から明らかとなったことは主

に下記の５つである。 
 
①１ページ当たりの情報量の多さが理解を妨げる 
②理解させる内容が多岐にわたると受け付けない 
③土砂移動現象を全て理解させるには限界がある 
④イメージし易い身近な視点からの説明が必要 
⑤対象によって理解の到達レベルが異なる 
 

４．わかりやすい説明シナリオの検討について 
 
 反応調査及び学識者の助言に基づき、パンフレットを改

善した。 
 
①１ページで伝える内容を１つに絞るとともに、その表現

方法は写真や漫画をできるだけ用いることで文章を減ら

し、情報量とともに見た目の圧迫感を軽減させた。 
②当初、土砂移動現象の説明や砂防施設の機能、効果等、

内容が多岐にわたっていたが、生活者の立場に立って、

水系砂防を理解する上で最低限必要と考えられる内容に

絞り込んだ。 
③土砂移動現象の流れについては、的を絞った現象を写真

により、上流、中流、下流といった川の流れと合わせて

上から順に配置した。また、現象が生じる過程について、

漫画で簡略化して説明した。 
④当事者意識が持てるように、自分の家が安全かどうかと

いう視点から、実際の流域内での過去災害実績やはん濫

計算による浸水範囲等と、読み手の居住地との位置関係

を示すとともに、災害時に生じる身近な弊害（例えば車

が使えなくなる、清掃活動が大変等）を示した。 
⑤パンフレットについては、水系砂防を知らない住民を対

象とした簡単な説明内容とした。もともと知識がある住

民や、このパンフレットで興味をもった住民に対しては、

より知識が深められるように、事務所の HP アドレスを

示し、さらに学習できるようにした。 
 

 上記の改善の結果、図－２に示すような説明シナリオと

した。説明シナリオの順番については、住民の身近な視点

を最優先し、想定被害範囲と災害時に身近で困ることを最

初に配置する構成とした。これは、反応調査において、川

の側に住んでいる多くの住民が、漠然と自分の家は安全だ

と思っており、災害に対しての当事者意識が低いことが明

らかとなったため、このような住民に対し、まず、一番関

心のある自分の家との位置関係を示すことで、直感的に興

味を引きつけ、身近な困ることを示して当事者意識を直感

的に持つようにしたものである。 

５．おわりに 
 
本研究により、説明手法として作成したパンフレットに

おける重要なポイントは、以下の３つである。 
 
①読み手にとって適切な情報量を設定すること 
②住民にとって身近な視点から説明すること 
③対象によって理解の到達レベルが異なること 

 
 なお、①②のポイントを踏まえたパンフレットを用い、

対面形式のヒアリングを行った住民に対して反応調査を実

施した結果、32名中30名が分かり易くなったと答えた。 
主な理由としては、情報量が減って一目で分かり易くな

ったことが挙げられた。ただし、分かり易くなったという

回答の中には、前回理解したのでよく分かったという意見

もあり、今後は、初めて見る住民に対して検証が必要と考

えられる。 
また、難しくなったと答えた 2 名の住民は、施設の機能

や効果等の詳細がなくなったことを理由に挙げていた。こ

の住民は、防災関係に携わっており、他の住民に比べ、砂

防事業に関する知識が高く、物足りなさを感じるなど③の

ポイントを示す結果も得られた。今後は、このような知識

が高い住民に対しては、HPアドレスの掲載のような知識を

深める方法を載せるだけでなく、知識が高い住民向けのパ

ンフレットの作成等が必要である。 
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